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柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
の
推
進
を
目
的
に
、
山
口

県
産
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
販
売

す
る
小
売
店
を
「
販
売
協
力
専
門
店
」

と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
６
月
23
日(

火)

に
「
上

野
商
店
」、
７
月
28
日(

火)

に
「
花
月

園
」（
柳
井
市
）、「
松
井
花
園
」（
周
防

大
島
町
）、「
フ
ジ
園
芸
」（
田
布
施
町
）

の
３
店
舗
が
花
き
の
「
販
売
協
力
専
門

店
」
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
10
月
28
日(

水)

に
全
県

で(

有)

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
タ
ナ
カ（
本
社
：

防
府
市
）
の
生
花
店
が
販
売
協
力
専
門

店
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
管

内
で
は
「
花
の
み
せ 

ピ
ゴ
ラ
柳
井
店
」

（
柳
井
市 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
柳
井
店

内
）
と
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

エ
ス
ト

田
布
施
店
」（
田
布
施
町 

マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
田
布
施
店
内
）
の
２
店
舗
が
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
販
売
協
力
専
門
店
」
は
14
店
舗
と

な
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
花
き
の
需
要
も
大
き
く

落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
県
で
は
、
今
後
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 
柳井地域における新たな担い手対策 

    「半農半林」の取組を進めています! 
 

花
き
の
販
売
協
力
専
門
店
に
新
た
に

６
店
舗
仲
間
入
り
し
ま
し
た 

山口県における農林水産業の担い手は、全国を上回るペースで減少・高齢化が進み、労働

力不足が深刻な問題となっています。 

このため、当事務所では、管内の集落営農法人が山口県東部森林組合と連携し、農閑期に

林業の仕事を創出することで、若者を中心とした就業者の所得向上を図り、今後、更なる集

落営農法人への就業を促進する「半農半林」の取組を今年度から新たに進めています。   

具体的には、本取組に賛同する集落営農法人と山口県東部森林組合で合意形成を図り、１

２月より「伐木等の業務に係る特別教育」の受講を手始めに、①林地の地拵え作業、植栽作

業、②冬場の下刈作業、③保育間伐作業のうち、いずれかの作業に従事する予定です。 

林業の作業 
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も
、
県
産
花
き
等
の
需
要
喚
起
を
図
り
、

地
元
農
林
水
産
物
の
需
要
拡
大
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

           
 

                 

      
 

      

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
の
推
進
を
目
的
に
、
県
産

農
林
水
産
物
等
を
積
極
的
に
利
用
す

る
飲
食
店
等
を
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」

と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

10
月
19
日(

月)

に
、
周
防
大
島
町

の
「
グ
ラ
ン
カ
フ
ェ 

シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
1976

chidori
」
が
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
と
し
て

新
た
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
と
な
り
、

看
板
の
贈
呈
や
、
地
産
・
地
消
料
理
の

紹
介
等
、
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
当
地
域
の
「
や
ま
ぐ

ち
食
彩
店
」
は
27
店
舗
と
な
り
ま
し

た
。
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
や
ま

ぐ
ち
食
彩
店
と
連
携
し
て
、
地
産
・
地

消
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
産
農

林
水
産
物
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

                        
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
で
需
要
が
減
少
し
て
い
る

県
産
農
林
水
産
物
の
需
要
の
回
復
・
拡

大
を
図
る
た
め
、
花
き
や
地
産
・
地
消

料
理
、
和
牛
＆
地
鶏
、
日
本
酒
、
魚
等

の
割
引
販
売
を
行
う
「
み
ん
な
で
た
べ

ち
ゃ
ろ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
第
２
弾
）」

を
10
月
30
日(

金)

か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。 

特
に
、
花
き
と
地
産
・
地
消
料
理
に

つ
い
て
は
、
当
管
内
で
は
花
き
の
販
売

協
力
専
門
店
６
店
舗
、
や
ま
ぐ
ち
食
彩

店
21
店
舗
が
参
加
し
て
お
り
、
１
会

計
あ
た
り
千
五
百
円
（
税
別
）
以
上
の

購
入
ま
た
は
飲
食
に
対
し
、
五
百
円
値

引
き
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
、
食
べ
て
、

買
っ
て
、
県
産
農
林
水
産
物
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
販
売
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
対
象
店
舗
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、「
み
ん
な
で
た

べ
ち
ゃ
ろ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

       

平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
な

ど
、
近
年
、
豪
雨
等
に
よ
り
多
く
の
農

業
用
た
め
池
が
被
災
し
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
農
業
用
た
め
池
の
情
報

を
適
切
に
把
握
し
、
決
壊
に
よ
る
災
害

を
防
止
す
る
た
め
、
昨
年
、「
農
業
用
た

め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法

周
防
大
島
町
の
「
グ
ラ
ン
カ
フ
ェ 

シ
ー
ブ

リ
ー
ズ
1976

chidori
」
が
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」

と
し
て
新
た
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た 

「
み
ん
な
で 

た
べ
ち
ゃ
ろ
！ 

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
第
２
弾
）」
を
実
施
中 

花月園（柳井市） 

看板の贈呈 

農
業
用
た
め
池
は
届
出
が
必
要
で
す 

上野商店（平生町）での 
開設セレモニー 

フジ園芸（田布施町） 

松井花園（周防大島町） 

周防大島の野菜カレー 
（地産・地消料理） 

看板の贈呈 

ぶちうま！キャン 
ペーンも実施中！ 
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律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。（
施
行
日
：

令
和
元
年
７
月
１
日
） 

こ
の
法
律
に
伴
い
、
農
業
用
に
利
用

さ
れ
て
い
る
（
過
去
に
農
業
用
に
利
用

さ
れ
、
今
で
も
利
用
可
能
な
状
態
も
含

む
）
全
て
の
た
め
池
に
つ
い
て
、
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
の
方
は
、
施
設
に
関

す
る
情
報
を
県
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

ま
だ
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
た
め

池
は
、
届
出
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
届
出
制
度
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
市
町
の
担
当
課

も
し
く
は
当
事
務
所
農
村
整
備
部
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

                 

                                

                    

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会
（
会
長
：

大
内
潔
）
と
柳
井
・
大
島
地
域
農
家
生

活
改
善
士
会
（
会
長
：
竹
本
よ
し
江
）

は
、
８
月
26
日(

水) 

、「
地
域
の
担
い

手
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
合
同
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
柳
井
市
日
積
の(

農)

あ
い

さ
い
の
里
で
、
２
年
間
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
技
術
研
修
を
受
け
、
平
成
27
年
に 

就
農
さ
れ
た
田
布
施
町
の
田
熊

た
ぐ
ま

享
子

あ
き
こ 

氏
の
取
組
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。 

田
熊
氏
は
、
就
農
の
際
に
は(

農)

あ

い
さ
い
の
里
か
ら
、
候
補
地
の
暗
渠
排

水
、
ハ
ウ
ス
建
設
、
防
蛾
灯
設
置
等
の

助
言
を
受
け
て
お
り
、
７
棟
の
ハ
ウ
ス

で
15
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

今
年
で
収
穫
６
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
昨
年
時
で
目
標
収
量
を
達
成
し
て

お
り
、
部
会
主
催
の
技
術
研
修
会
で
技

術
を
磨
き
、
今
で
は
部
会
の
中
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
な
る
ま
で
成
長
さ
れ
て

い
ま
す
。 

視
察
後
の
協
議
の
結
果
、
農
業
士
、

改
善
士
の
皆
さ
ん
が
、
技
術
研
修
の
受

入
れ
か
ら
相
談
、
助
言
に
至
る
ま
で
、

可
能
な
限
り
新
規
就
農
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。 

 
               

「
地
域
の
担
い
手
育
成
」
を
テ
ー
マ

に
、
農
業
士
会
・
生
活
改
善
士
会
合

同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た 

（農）あいさいの里視察 

獣防止柵 
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ア
グ
リ
南
す
お
う
株
式
会
社
で
は
、

今
年
度
、
法
人
の
担
い
手
の
減
少
に
対

応
す
る
た
め
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
装

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。 

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
７
～

８
月
に
、
リ
モ
コ
ン
式
草
刈
機
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
付
ド
ロ
ー
ン
防
除
の
実
演
会
を
構

成
法
人
の
現
地
ほ
場
で
開
催
し
、
法
人

代
表
が
作
業
負
荷
の
多
い
畦
畔
の
草

刈
り
、
病
害
虫
防
除
へ
の
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
の
有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
に
取
り
組
む

県
内
の
連
合
体
法
人
「
株
式
会
社
長
門

西
」
を
視
察
調
査
し
、
現
場
で
の
作
業
、

運
用
方
法
、
技
術
上
の
問
題
点
等
の
事

例
収
集
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
、
１
～
２
月
に
は
、
自
動
直
進
・

反
転
機
能
付
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、

法
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
作
業
負
担

軽
減
や
作
業
精
度
に
つ
い
て
実
演
、
作

業
実
施
に
よ
る
効
果
を
検
証
す
る
予

定
で
あ
り
、
構
成
法
人
の
意
向
を
踏
ま

え
導
入
計
画
を
整
理
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

              

             

県
で
は
多
様
な
法
人
経
営
体
の
新

設
・
経
営
発
展
を
推
進
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
法
人
が
地
域
農
業
を
牽
引
し
、

新
規
就
業
者
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

管
内
の
法
人
経
営
体
は
30
法
人
で

す
が
、
こ
の
う
ち
19
法
人
が
水
田
を

主
体
に
し
た
集
落
営
農
法
人
で
、
そ
の

多
く
が
ほ
場
整
備
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
担
い
手
と
し
て
活
躍
中

で
す
。 

現
在
、
柳
井
市
と
田
布
施
町
で
実
施

中
の
国
営
ほ
場
整
備
事
業
で
は
、
こ
れ

を
契
機
に
４
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
工
事
が
始

ま
っ
た
伊
陸
中
央
第
２
団
地
で
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
の
営
農
開
始
に
向
け

て
法
人
設
立
を
検
討
中
で
す
。 

ま
た
令
和
３
年
度
か
ら
工
事
が
始

ま
る
伊
陸
中
央
第
３
団
地
で
は
、
近
隣

法
人
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
ほ
場
整
備
を
契
機

に
法
人
が
設
立
さ
れ
、
農
地
の
集
積
や

効
率
的
な
営
農
が
展
開
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

                       

当
事
務
所
で
は
、
農
業
経
営
を
行
っ

て
い
る
若
い
女
性
を
対
象
に
、
平
成

意見交換会 

獣防止柵 

 

 

土
地
利
用
型
作
物
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
取
り
組
み 

リモコン式草刈機 
（神刈ＲＪ７００）の実演 

話し合いの様子 

 

ＧＰＳ付ドローン防除 
（飛助ＭＧⅡ）の実演 

柳
井
・
大
島
地
域
農
業
女
子
会
に
つ

い
て 

 

圃
場
整
備
を
契
機
に
法
人
設
立
を
推

進
し
て
い
ま
す 

田熊氏栽培状況視察 
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30
年
度
か
ら
「
柳
井
・
大
島
地
域
農
業

女
子
会
」
を
開
催
し
、
女
性
農
業
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、
資
質
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
女
性
が
働
き
や
す
い
農

業
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
、
現
在
13

名
の
女
性
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

10
月
２
日(

金)

に
実
施
し
た
第
一

回
目
の
テ
ー
マ
は
「
麹
」。
農
村
に
根
付

い
た
加
工
品
で
あ
る
麹
の
知
識
と
、
時

短
料
理
の
技
を
学
び
ま
し
た
。 

10
月
20
日(

火)

に
は
課
題
別
研
修

会
と
し
て
、
効
率
的
な
経
営
と
発
展
を

目
指
す
一
つ
の
手
段
と
し
て
「
雇
用
」

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
社
会

保
険
労
務
士
か
ら
、
雇
用
を
す
る
上
で

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
雇
用
を
活

用
し
て
解
決
で
き
る
こ
と
、
注
意
す
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

農
業
女
子
会
で
な
に
よ
り
大
事
な

の
は
お
互
い
の
情
報
交
換
で
す
。
仲
間

と
出
会
う
と
お
互
い
の
農
業
や
、
販
売

先
の
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
、
次
か

ら
次
へ
と
話
が
広
が
り
、
女
子
会
な
ら

で
は
の
賑
や
か
な
光
景
で
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
農
業
に

携
わ
る
女
性
た
ち
が
い
き
い
き
と
輝

き
を
増
す
よ
う
、
応
援
し
ま
す
。 

ま
た
県
全
体
で
は
「
や
ま
ぐ
ち
農
林

漁
業
ス
テ
キ
女
子
」
の
ロ
ゴ
を
つ
く
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
で
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
声
か
け

く
だ
さ
い
！ 

                               

   
 

 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

が
発
生
し
た
場
合
、
発
生
農
場
等
の
防

疫
作
業
従
事
者
へ
の
準
備
体
制
を
円

滑
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

２
年
10
月
13
日(

火)

、
FJIBO
柳
井
化
学

武
道
館
に
お
い
て
、
柳
井
農
水
管
内
の

養
鶏
場
で
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し

て
防
疫
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
集

者
は
、
東
部
地
域
の
農
林
水
産
事
務
所

職
員
と
、
市
町
職
員
、
畜
産
関
係
団
体

と
し
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し

た
場
合
に
、
必
要
と
な
る
集
合
基
地
、

仮
設
基
地
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
営
実

習
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
集
合
基
地
、
仮
設
基

地
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
各
班
に
分
か
れ

て
、
実
地
演
習
を
行
い
ま
し
た
。 

集
合
基
地
に
お
い
て
は
、
動
員
者
の

受
入
、
健
康
調
査
、
農
場
へ
の
送
り
出

し
、
作
業
終
了
後
仮
設
基
地
か
ら
帰
還

し
た
動
員
者
の
帰
宅
ま
で
の
対
応
、
仮

設
基
地
に
お
い
て
は
、
集
合
基
地
か
ら

移
動
し
て
き
た
動
員
者
の
受
入
、
作
業

準
備
、
動
員
者
が
作
業
を
終
え
て
か
ら

集
合
基
地
へ
移
動
す
る
ま
で
の
対
応

の
実
演
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て

は
、
飼
料
を
運
搬
す
る
畜
産
関
係
車
両

の
消
毒
作
業
等
の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。 実

演
終
了
後
は
、
総
合
討
議
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の
対

応
の
資
と
し
ま
し
た
。 

当
事
務
所
と
し
て
は
、
今
後
も
家
畜

伝
染
病
が
万
一
発
生
し
た
際
に
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
万
全
の
準
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

                      

消毒ポイント設置状況 

 

令
和
２
年
度
山
口
県
東
部
地
区
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
演

習
を
開
催
し
ま
し
た 

健康調査 

 

“麹”を活用した時短料理研修 研修会の様子 
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こ
れ
か
ら
冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥

を
見
つ
け
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
疑
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ほ
と
ん
ど
が
別
の
原
因
（
建
物
や

車
と
の
衝
突
死
、
エ
サ
不
足
に
よ
る
衰

弱
死
な
ど
）
で
死
亡
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
理
由
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
ハ
ク
チ
ョ

ウ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
一
部
の
カ
モ

類
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ

ブ
リ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
で
す
。
県
が

死
亡
野
鳥
を
回
収
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
行
う
の

は
、
鳥
の
種
類
や
死
亡
数
が
検
査
の
基

準
に
該
当
す
る
場
合
の
み
に
な
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
山
口
県
（
自
然
保

護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

こ
の
た
め
、
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
て

も
、
県
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
配
な
場
合
は
岩
国

農
林
水
産
事
務
所
森
林
部
※
森
林
部
は

柳
井
と
兼
務
（


０
８
２
７
・
２
９
・

１
５
６
７
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。 な

お
、
死
亡
野
鳥
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
、
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
野
生
の
鳥
獣
は
細
菌
や
寄
生

虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
処
分
す
る
際
は
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
も
し
触

っ
た
場
合
は
十
分
に
手
を
洗
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

山
地
災
害
の
防
止
を
は
じ
め
と
す

る
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に

発
揮
す
る
た
め
、
県
民
と
の
協
働
に
よ

り
進
め
て
い
く
と
の
理
念
の
も
と
、
県

民
の
皆
様
に
幅
広
く
税
負
担
を
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
で
快
適
な
県
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
森
林
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

○
荒
廃
し
た
人
工
林
の
整
備
【
森
林
機

能
回
復
事
業
】 

 

下
草
が
枯
れ
、
樹
木
の
根
が
露

出
す
る
よ
う
な
荒
廃
し
た
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
を
対
象
に
、
強

度
な
間
伐
を
実
施
し
、
森
林
機
能

の
回
復
を
図
り
ま
す
。 

 ○
繁
茂
し
た
竹
林
の
伐
採
【
繁
茂
（
は

ん
も
）
竹
林
整
備
事
業
】 

 

周
辺
の
人
工
林
の
成
長
や
農
作

物
の
生
産
等
に
支
障
を
来
す
繁

茂
・
拡
大
し
た
竹
林
を
対
象
に
竹

の
全
伐
、
再
生
竹
の
除
去
、
樹
木
の

植
栽
を
行
い
、
自
然
林
へ
の
回
復

を
誘
導
し
ま
す
。 

 ○
市
町
を
支
援
【
地
域
が
育
む
豊
か
な

森
林
づ
く
り
推
進
事
業
】 

 

中
山
間
地
域
の
元
気
創
出
や
地

域
課
題
の
解
消
の
た
め
に
市
町
が

計
画
・
実
施
す
る
多
様
な
森
林
整

備
に
対
し
支
援
し
ま
す
。 

 ○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
【
地

域
森
林
づ
く
り
活
動
強
化
対
策
事

業
】 

 
県
民
の
自
主
的
な
森
林
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
活
動
に
必
要
な

資
機
材
の
購
入
や
森
林
環
境
教

育
、
体
験
交
流
活
動
を
支
援
し
ま

す
。 

             
 

                  

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

の
紹
介 

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た

ら 

森林機能回復事業 繁茂竹林整備事業 地域が育む豊かな森林 
づくり推進事業 

防護服の着用実習 
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平
成
30
年
12
月
、
適
切
な
資
源
管

理
と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、
約
70
年
ぶ
り
に
漁
業

法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。 

漁
業
者
以
外
の
方
々
に
と
っ
て
は

馴
染
み
の
う
す
い
漁
業
法
で
す
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
、
資
源
管
理
を
進
め

る
う
え
で
の
弊
害
と
な
る
密
漁
を
効

果
的
に
防
止
す
る
た
め
、
罰
則
が
大
幅

に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
全
国
的
に
悪
質
な
密

漁
が
横
行
し
て
い
る
「
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ

コ
等
」
を
「
特
定
水
産
動
植
物
」
と
し

て
定
め
、
こ
れ
ら
の
生
物
を
採
捕
す
る

こ
と
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
こ
れ

に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
は
３
年
以

下
の
懲
役
又
は
３
千
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 ま

た
、「
特
定
水
産
動
植
物
」
以
外
の

共
同
漁
業
権
の
内
容
物
（
サ
ザ
エ
、
タ

コ
等
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
採
捕

し
漁
業
権
を
侵
害
し
た
場
合
の
罰
金

の
額
が
二
十
万
円
以
下
か
ら
百
万
円

以
下
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
規
定
は
一
般
の
方
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
磯
遊
び
等
を
さ

れ
る
際
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
、
違
反
行
為
の
な
い
よ
う
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
当
事
務
所

水
産
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

                 

                                

                                

表彰・認定おめでとうございます! 
令和２年度山口県農林水産業関係表彰・認定式が、山口県庁正庁会議室において開催され、

当事務所管内においては、次の方々が、表彰または認定を受けられました。 
今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、表彰式〔10月 15日（木）〕と認定

式〔10月 21日（水）〕に分けて開催されました。 
 

〈表 彰〉 
〇山口県農山村振興賞 
(個人の部) 

 松中 洋子さん（柳井市） 
 

 
 
〈認 定〉 
〇山口県指導漁業士  
小濱 一也さん（上関町） 

 
 

漁
業
法
の
改
正
に
つ
い
て 

地域森林づくり活動 
強化対策事業 

今後とも、農林水産業・農山漁村の発展に向け、益々のご活躍を期待しています！ 


